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聞き手
クダンスは、その中でもダンスが上手くない人たちが、それでも自分を表現しようとした結果、間違ったムーブから始まったダンスなんですよ。そういった意味では、カウ ター的なかなり独自の です。堀川
 
クラシックバレエ部エトワールで大
学では踊っています 以前はバトントワリングもやっていて、その中でチアやジャズ 踊っていました。クラシックバレエは 思いっきり型にはめていく踊り 。でも、最近古典作品の再解釈や新しい作品がどんどん生まれてきているので、お金持ちのためのもといったイメージほど保守的なもの もないと思います。増田
 
ミュージカルをやっています。その
中でジャズや、バレエや、ヒップホップのような踊りをやって ます。ミュージカルとうと劇団四季が いるようなファミリーミュージカルを思い浮かべる人が多いと思ますが、ブロードウェイや小さな劇場でやっている、より感情表現豊かな『コーラスライン』のような作品もあります。ミュージカルでは言葉で表せ い部分を踊りで表すので、踊りは補助手段で ね。踊りに型もありません。それよりは、役をどれくらい作れる で
す。そこはバレエとは違うと思います。踊りというコミュニケーション堀川
 
バレエにも、そもそも演劇的なとこ
ろはあって、意味なく集団で踊っているわけではないです。言葉の い演劇だと思ってもらえれば。さっきも ったよ に、すごく細かく型が決まってい 王様や女王様は王冠をかたどったり、結婚のときは薬指を指したりするなどの動きがありま それは知らなきゃ分から いっていうのはあるんですけど、逆にどんな言語の人でも共通に分かり合えるっていうのが面白いところ す――踊るとき 、観客の視線を意識することはありますか？福島
 
私の踊りを見てくれる人から「生き
るって楽しいね」っていう風に言ってもらうことが多いんだけど、それは私がそういうメンタリティで踊っているからだし、そういう意味をつけてくれるのは、や ぱり見てくれている人がいるからだと思う。増田
 
演劇でも舞台上で完結していてはだ
めで、舞台上のエネルギーがお客さんに伝わ
らないと意味がありません。たとえば演劇では前の客席に向かって話しかけるシーンが結構あります。他 も、宝塚だと役者が客に向かってウィンクしたり手を振ったり、そういうお客さんへのアピールも全然 だしれがないと映像でいいこと なってしまうのかなって思 ます。福島
 
やっぱり、踊りは生で見てもらうの
がいいよね。石川
 
自分は結構ひとりで踊るのも好きな
ので、誰がいなくても自分の中で 成り立つんですけど。自分が持っているエネルギーってあると思うんですよ。そ を一人に向けたりとか、逆にそれを何人かで踊るんだったらエネルギーを集めて前に向かって送ったりか、っていうふうにエネルギーの向かう先をいろいろ決めて、バラしていけるっていうのが大人数で踊っていること 楽しみであり観客がいることの楽しみだって思っ いま 。
 
福島
 
だからあれだね、ひとりで踊るって
いうのは自分と話している感じ。エネルギーの向き方が内向きだよね。自分と話し いる感じなの。だけどそうじゃなくて人がいるときはその人とのコミュニケーションなんだと思う。
学生座談会〈「他者」と「わたし」のあいだで〉 「他者」 と 「わたし」 のあいだで
外大生の 〈踊り〉 の世界
学 生 座 談 会
外大には現在一六の舞踊系部活動、サークルが存在している。さらに学外に飛び出して舞踊系の活動を行う学生も多い。多様な踊りの中から何を選び、なぜ踊るのか。今号の特集では、様々な形で踊りに関わっ 活動してい 学生 集い、その身体表現 対する思いの丈を語り合った。
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――まずは自己紹介として、やっている踊りについて教えてください。山下
 
フィリピン舞踊部とベトナム舞踊同
好会に入ってい す。他にも日本舞踊とセルビアの踊りもやっ いて、今は習 事で巫女舞、巫女さんの踊りをやっ います。 『君の名は。 』の影響で始めました（笑） 巫女 ってすごく型が決まっていて、常に畳の短いほうを四歩で歩く間隔で歩かなきゃいけないとか、舞台に上がるときは必ず左足からとか、神様に対する踊りの中で 決ま ごとがあります。佐々木
 
私自身は踊りはやっていないんです
けど、今日は「撮る人」ということで呼んでいただきました。私は映像や写真をやっているのですが、友達が踊っていて、それ 見に行って、踊りを見ることのおもしろさに気づいて、踊りを残したいなっていうのが写真を撮り始めたきっかけです。福島
 
高校生の頃パラグアイに留学したの
をきっかけにベリーダンスをやっています。暗黒舞踏っていう日本の前衛舞踊とカタックダンスも踊 ています。ベリーダンスにはもともと巫女舞的な要素があって、それが西洋のオリエンタリズムと混ざっ アメリカに渡り、今ではショービジネスとして成り立 て
います。カタックダンスはインド北部の宮廷舞踊で、ヒンドゥーの神様のための踊りにムガル帝国のイスラム文化が混ざってできていて、旋回舞踊も入ってきています。石川
 
自分はストリートダンスサークルに
入っています。音楽がずっと好きで、ＮＢＡでかか る歌とか、あと何より黒人の人たちかっこいいなっていうので、ストリ トダンスを始めました。ストリートダン は歴史が浅いけれど、いろんなジャンル あ 、自分はロックダンスをやっ います。ストリートダンスはもともと社会から外れた人たちや、主に黒人の人たちが たもので、ロッ
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で、ギャング同士の抗争のなかで、殺し合いのかわりにストリートダンスで決着をつけようっていう有名な話があります。そこには勝ち負けがあって、 「勝つため 自分」というフィクションを踊ることになる。自分の中にもフィクションとドキュメン 両方あって、どちらかが出てきたり隠れたりするのが面白いです。福島
 
私は踊りに筋を通したいので、普段
の自分がすごく濃くなっ 踊 る感覚です。だらしない生活をしていたら、踊りも歯切れが悪くなる。私にとってベリーダ スは「わたし」を表現できるもの。そしてカタックダンスはまだ型にはめている段階です。もしこれを同じくらいに踊れたら、全部混ぜて私なりの踊りができると思うんだけど、まだそこまでいかない。山下
 
「わたし」を出す方がこんなにいるん
だと思ってびっくりしました（笑） 。フィリピン舞踊には山岳民族、ムスリム、キリスト教徒、村祭りの踊りの四つ 軸があるので、曲がかかった瞬間からは、自分は出さず、曲ごとにその民族になりきるように意識 ています。バレエも結構長くやっていたんですけど、バレエだと型があって、自分を出そうっ
ていうのは今まで思ったことがなかったです。お話を聞いて、自分を出すのも大切 んだなって思いました。堀川
 
バレエをやっているときに、役作り
とかしませんでした？山下
 
それはやりました。
堀川
 
その中に自分が出るんじゃないのか
なと思います。バレエには役があって、その役のための踊りを忠実になぞるところから始めるんだけど、その中でこの人はどんな境遇でどんな思いなのか、踊って考えているうちに、にじみ出てくる が フィクションの中の自分なん ゃないかなって。だから、型にはめる踊りにしても、結局わたしはどこかにいるのだろうと思います。佐々木
 
生きてきた背景というか、この人は
何を見てきたのかなっていうのが伝わってきますよね。映画でもそ だけ 、自然や他者と向き合うと、それがどういう経路をたどるにせよ、いつか自然に、自分のもとへ還ってくると思い 。増田
 
自分のサークルの話でいうと、公演
で主役がダブルキャストの きがあったんですけど、同じストーリーなのにそれぞれ違う人のようになっていました。キャラクター設
定は一緒だけど、その子たちの生きてきたものがあって、その上で 役をどう解釈したかによって随分違いがあるんだなあっていうのを、そのとき感じました。 ういう意味では演劇でも、自分 いう がある程度は役に反映されるのかなって。
 
理想の踊り――皆さんにとっての理想の踊り 何でしょうか？増田
 
私はやっぱり役としてできる踊りで
す。いまスーパーダンサーの役をやってくださいって言われてできるほどの技術はないで、とりあえずはできるだけ技術を高めるところが近い目標です。その先はどんな役が来てもそれに合った踊り、全部 役に対応できるようになるって うのが自分の理想かな。
 
佐々木
 
写真に関して言うと、社会人になっ
たら次は機材を揃えて、技術を磨きたい す。あとは踊る人を撮る時に いかに に対して自分が反応できるかですよね。そして一番大切なのは、撮った写真が の人にと ずっと残したいものであってほしい。そうものを目指 て きたい す。
学生座談会〈「他者」と「わたし」のあいだで〉
――皆さんは他の人の踊りを見るとき、どんなところを見ていますか？石川
 
自分はまず表情を見ます。その瞬間
の感情って、結局顔に出るんですよね。佐々木
　
私は場の空気みたいなものを一緒に
楽しんでいます。踊りを見ているお客さんを撮るのも好きで、その場に集まった人たち雰囲気だとか、場の空気みたいなものを一緒に持って帰るのが好きで山下
 
まったく知らないジャンルの踊り、た
とえばフラダンスやベリーダンスを見るときは、今おっしゃ く さったようにその場の空気に圧倒されます。一方で、自分の部活の仲間の踊りを見るときは、踊りの目指すべきところに達していない部分が先に見えてちゃいます。増田
 
ミュージカルだと、あの子はピルエ
ットを一回も満足に回れていないけど、でも回り終わったあとの表情が出来 るなあて思うと真似し いってなります。ミュージカルを見る きは、技術よりも役と 成り立っているかどうか 見て
 
それぞれの踊りに込めるもの
佐々木
 
エネルギーの話があったけど、私は
見る方だから、エネルギーをもらいに見に行くんだけど、それを何か形におさめた っていう、撮り手としての欲がすごく湧いてきて…。面白いのが、同じも を撮ってても出くる写真が人によって全然違うんですね。たぶんそれは見ている人たちがどんなエネルギーをもらっているのかによって、撮る写真も変わってくるのかなって今 話を聞いていて思った。福島さん 踊りを見たときに 私は神々しいとか美しいとかあ がたいな いうワードが浮かんできたんだけど、私は祈りみたいなエネルギーをもらったんだと思う。福島
 
だから私の踊りは「あなたも幸せで
ありますよ に。見て る人も幸せでありますように」って うことだと思う。そして、私が「人生楽しいよね」って踊っているこで、そこにいる人も肯定されるわけじゃん。堀川
 
そもそも踊りって肯定なのかな？
福島
 
私は肯定だと思うよ。自分を肯定し
ているから踊れるんだな、私は。人生サイコーっ 思って踊っている。堀川
 
生きていることを肯定したら芸術じ
ゃないという感じがする…。私はコンテンポラリーを踊ってるときに肯定はしてい いな。
コンテンポラリーを作るときは割と、憧憬か郷愁かのどっちか。失ってしまったものを懐かしむか、まだ見ぬものを追い求めるっていう方法で作ることがすごく多いなって。石川
 
すごく分かります。ストリートダン
ス自体は反骨精神みたいな文化な で、なんなら肯定が百なん すけど、その延長線上に未来をのぞむ気持ちがあると思うんですよね。現状がそうでないからこそ、こうなりたいっていう気持ちを込めるんですよね。「他者」と「わたし」のあいだで──では、踊りにどこまで「わたし」を投影していますか？
　
つまりドキュメントとフィ
クションの割合はどれくらいでしょ か。増田
 
ドキュメントかフィクションかって
いう話ですと、 ミュージカルは踊るときに 「わたし」を絶対に出してはいけないですね。舞台から降りるまではぜんぶ「役」になるべきだと思ってます。石川
 
自分はけっこう素でダンスに挑むん
ですけど、普段の自分が高めてあげ いるものがダンスで出てくると思ってい リアルな自分を表現するために踊っていま 。一方
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堀川
 
バレエを二十年やってきましたが、私
の理想のダンスはバレエにはないと思っていて、そこで何が理想なんだろうなとずっと考えていたら、やっぱり「わたしが透けるダンス」 。直接的に私の感情を表現はしないけど、動きの一つ一つに意味を持たせられて、そこに自分が透け 見えるような踊 ができればいいのかなと思います。石川
 
何が一番かって、すごく難しくて、
どういうダンスをしたら いかってないんですよね。はっきり言うと。あえて言うなら、一生ダンスした です。輪を囲んで、みんなで笑顔 出来るって うのが夢ですね。自分のダンスの楽しさを誰かと共有する、それを続けていくっていうのが、 の目標かなと。福島
 
どういう踊りをしたいかというと「花
が咲いて綺麗だなあ」みたいな踊りです。花っていろんな要因が重 って、種から芽が出て咲きましたっていう ころまでいく。そいういろいろな要因や時間が積み重なってできたものに、見る人も何 投影して感動すると思うので、私はそういう踊りがしたい す。佐々木
 
それは映画でもいえるかも。最近観
た映画で、踊りがあってよかった っていう
のが、岡本まな監督の『ディスタンス』っていう映画。監督の家族を撮ったセルフドキュメンタリー。お母さんが突然踊るシーンや、監督自身が雪の中で突然踊り出すシーンがあるんだけど、踊り 始まる でに家族との感情の積み重ねがあるんだよね。それを観ている人が自分の家族との関係と重 合わせられるから、突然の踊りもすごく感動 きたりする。映画の中 踊りは、実は感情的な流れ筋が一本通っているから、観る人が感動 きるもの あ んだと思う。山下
 
自分の日々の生き方を解放する場と
しての踊りというのを今までやってこなかったので、みなさんの話 聞いて興味を持ちまし 。一方で私は民族舞踊をメインでやっているということ あって、その民族の文化を理解した上で ことは大事だなと思います。現地で踊られるフィリピン舞踊は、ショーとして作り上げるために、例えば本来ムスリムの人は男女が 緒に踊ることはないんですけど、男女一緒に踊 ようにしたり、衣装をより華やかなも したりと後から変えられたものが多いのだそうです。自分がフィリピンの多様性を表現しよ と思って一生懸命練習してきた に
もかかわらず、それはもともと無かった、作り出された踊りだったというのは結構衝撃的でした。民族舞踊の場合だ 、国のアイデンティティーと、もともとの民族の人たちとのぶつかり合い かジレンマみたいのがあって、そこも含めてもっと考えて、自分なりに文化などを知って、そのう で踊らなくてはいけないと思いまし 。福島
 
民族舞踊の話だと、その民族じゃな
い人がその踊りをやるのって、説得力が弱いんだよね。例えばベリーダンスの中にジプシースタイルというのがあるんだけど、マヌシュ・ロマノフというロマの詩人の言葉に「立ったまま埋めてくれ」という 。今まで這いつくばって膝で歩かされるような人生だったから、死ぬときくら は立ったまま埋めてくれっていう言葉。そういうも を持った人たちが踊るものを、我々が、ファッションが好きだとか、音楽が好きだと う理由で、踊っていいのかなと思 りもします。やっぱり、そこはちゃんと理解を持たなきゃ。民族舞踊をやるなら、その後ろの歴史とか社会とか、必須だよね。堀川
 
せめて理解出来なさを引き受けた上
でね。
学生座談会〈「他者」と「わたし」のあいだで〉
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増田
 
日本人が日本のではない民族舞踊を
やるなら、学ぶべきことと、むやみに変えちゃいけないところがあるのではないかなと思います。石川
 
ストリートダンスにおいて口を押さ
える振りは、口の中にコカインを隠し持っているという意味。日本でダンサーは普通にその振りをするけど、本当はそういう意味だから、海外に行ったら、あ つ、やばくない？
　
大丈夫？
　
みたいに捉えられてしまう。どの
ダンスにおいても、各国の文化は常に関係しているよね。堀川
 
さっきもいったけど、引き受けるか
否か、みたいな。その背景であるとか、意味であるとか、改変するときに引き受け 覚悟はあるのか、責任を引き受けられるのか、っていうのは全体としてあるのかなと思 ました。新入生へのメッセージ――最後に、新入生に向けて メッセージをお願いします。石川
 
ダンスっていうのは、音楽があって、
みんなが歌って、そして気が付いたら手を叩
いている、そういうところから来ているんです。普段のちょっとしたことから生まれる全部がダンスになり得ることを、ストリートダンスで知ることができますし、そんなに敷居の高いものではないから ちょっとでも体を動かした なとか、音楽好きだな か、 の二つがあっ ら、ダンスは一回やってみるべきだと思います。佐々木
 
大学に入ったらいろんな友達ができ
ると思います。その人 ちの表現とか、やってい ことに心を開 て行ってみる、見 みる、楽しい！
　
っていうのを繰り返して、い
ろんなものに触れるのがいい なあと思います。堀川
 
それを引き取ると、外大はそういう
点ですごく豊か ところだと思うので、それを誇ってほしいし、楽しんでほし なます。増田
 
真逆のことを言わせてもらうと（笑） 、
外大はいろんな国に関心があって そういう意味で 豊かなんですけど、案外、みんな一つの方向に向きがち よね でも私のサークルはインカレサークルで、大学を問わず本当にいろいろな人がいま 。一歩違う世界に出るっていうのは大変だけど、
出てしまえば楽しいので、大学に入ったら躊躇しないで一歩踏み出してほしいなと思います。山下
 
あまり踊りとは関係ないんですけど、
私は一、 二年生の間に何に向かって勉強 たらいいかがよくわからなくて、あまり勉強しませんでした。三年生に ってゼミがいきなり始 ってすごく苦労したので、一年生のうちからできるだけ自分の勉強に関する方向性を考えたほうがい かなと思います。福島
 
大学でやったことをちょっとでも面
白いなって思ったら外に行ってやってみるとめっちゃ広がるなあと思います。私も部活でベリーダンスをやったのがき かけで、学外のスタジオに所属し ステージとか出ているから、そういう風に大学で何 をするのもいし、大学から広げるのもぜひやってみてほしいなと思います。
───二〇一八年二月一四日
　
出版会にて
 
